
 

 

 

 

 

 

 

 
介護保険について、介護保険の申請代行、ケアプラン作成、介護サービ

スの紹介・支援など行い、介護全般の相談役であるケアマネージャー（介

護支援専門員）が皆様の心配事を専門的な立場で、安心

した生活を送っていただく方向で解決いたします。 業務に

関する手数料や、ご利用に係る料金は無料です。 ２４時

間サービス体制をとっていますので、介護・福祉のアドバイ

ザーとしてご家族の身近に置いてください。 

 

 

 

◆ふる里  １２月行事   『もちつき忘年会』 

                 １２月２６日(月)･２７日(火)・２８日(水)  

                  
◆生け花教室 ～齊藤マサミ先生～      23 日(木) 

◆書道教室 ～中村朱実  先生～     ８日(木) ･2４日(月) 

◆おはなしの部屋～鐘ヶ江先生他～             １４日(土)  

※１ ふる里おはなしの部屋の時は、午午午前前前中中中入入入浴浴浴となりますので、 

皆様のご協力を宜しくお願いします。 

◆押し花教室  ～中村壽美子先生～       20 日(火) 

◆麻雀・将棋・囲碁 … 毎週水曜日午後 

(７日、14 日、21 日予定) 
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  いよいよ師走になりました。今年もあとわずかとなり町も人も年末に向けて忙しくなってきま

した。ふる里も年末の「もちつき大会」の準備を職員がはじめました。そして１１月に作ってい

た干し柿がとてもいい色に仕上がっており、正月のお年玉になるのでとても待ち遠しくなります 

。外も寒くなり師走らしい気候になりました。インフルエンザも増えてきます。皆さんも体調に

気を付けて楽しいお正月を迎えましょう！              編集後記：田口 真一 

 

 

 

 

 

 

 

                



                                                                   

      

                 

                   

長崎県 大村市 鬼橋町 １４１６番地 

ＴＥＬ （０９５７）２７‐４５００ 
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『八咫烏（ヤタガラス）！がシンボル！！』 
中村覚之助(明治 11 年～39 年)は、和歌山出身です。嘉納治五郎が校長を務

めていた『東京師範学校』の卒業生で、日本にサッカーを広めた人物だそ
うです。明治 35 年(1902)、覚之助は東京師範 4 年生の時、フットボール部
を創設。これが現在のサッカーの日本での始まりだそうです。彼亡き後、
大正 10 年(1921)『大日本蹴球協会』ができて、昭和６年（1931 年）、日本サ
ッカー協会（ＪＦＡ）となりました。そこで協会のマークを創ろうという
話になり、中村覚之助さんにちなんだものにすることになりました。中村
さんが生まれたのは、那智町浜ノ宮。熊野の浜ノ宮は、日本書紀や古事記に現れる神武天
皇東征の伝説で、大阪から海伝いに南下して上陸した熊野の地。そこから大和の飛鳥あた

り(奈良・橿原)を目指した際に神武天皇の道案内をしたのが、三本足
のカラス、八咫烏(ヤタガラス)だったのです。熊野は、平安時代の蹴鞠
(けまり)の名人と言われた藤原成通が技の奉納に訪れたとも云われてい
ます。日本サッカー協会（ＪＦＡ）の旗の黄色は“公正”を、青は青
春を表し、はつらつとした青春の意気に包まれた日本サッカー協会の
公正の気宇を表現しています。ちなみに、『大日本蹴球協会』ができた
大正 10 年は酉年です。そのことも関係しているかもしれませんね。 

さて、みなさん『FIFA ワールドカップカタール大会』が 11 月 20 日から始まりました。

世界から 32 チームが出場。日本は、これまでの最高がベスト 16 なので、ベスト 8 が目標

ですが、日本が戦うグループは、ドイツ、スペイン、コスタリカと強豪のグループで、奇

跡が起こらない限り無理だろうと思う人が多かったと思います。ただ、良い試合をしてく

れたらと思っていました。先ず、ドイツ戦が最初の試合でした。優勝経験のあるチームで

したが、何と後半に逆転で勝利を手にしました。誰もが奇跡を感じたようで、私自身興奮

し、日本中がお祭り騒ぎでした。第 2 戦目のコスタリカ戦は、「勝てるだろう。」と、安易

に思っていたのですが、負けてしまい、崖の淵に立たされた感じでした。最終戦は、強豪

スペイン。早朝に試合が始まり、私もテレビにかじりついてみていました。前半 1 点を先

制され、見ていた限りでは「得点をかなり入れられるな。」と思っていました。しかし、

後半開始早々、堂安(どうあん)選手、田中選手の若い選手が立て続けに 2 点を入れ逆転。そ

の後は、スペインの攻めが強烈でしたが、2 対 1 で勝利。グループ 1 位通過でベスト 16 と

いう快挙を成し遂げてくれました。テレビに向かって、大声で「すごい！ありがとう！」

と叫びながら、一緒に見て応援していた家内と息子とハイタッチをして喜び合いました。

このおたよりがお手元に届く頃には、ブラジルに勝って韓国とのアジア同士の戦いになっ

ているかもしれません。『頑張れ❣ 日本❣ 侍ブルー❣』先日、テレビで 2050 年までに

『FIFA ワールドカップサッカー大会』で優勝することを目標にしているようです。優

勝することを目標達成できそうですよ。           センター長 森 隆敏       

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月行事は『秋のパンパンパーティー』を行いました。内容

は、「皆で美味しいおやつ作りをしよう。」と計画しました。何

年か前まで定期的に行っていましたが、久しぶりの開催となり

初めて体験される方も多くいらしゃいました。今回作ったのは

「フルーツロールサンド」「パンケーキ」「ミルクレープ」の 3

つです。どれも珍しく初めて食べる方がほとんどだった為、皆

さんとてもワクワクされながら参加されました。5 つの班に分

かれて果物を切ったり、生クリームを泡立てたり、粉を混ぜて

生地を作って焼いたりなど、いろいろな作業を分担し協力して

できました。男性の方々は初めて包丁を握る方もいらっしゃい

ましたが、積極的に率先して参加してくださる姿が多く見られ

ました。女性の方々も久しぶりに料理をされる方も多くいらっ

しゃいましたが、慣れた手つきで手際よく作業されていました。

最後は各班盛り付けをしておしゃれなティーカップとソーサ―

に様々な種類のフルーツティーを入れて召し上がりました。ど

の班もおしゃれで美味しそうなおやつが出来上がっており、皆さん話を弾ませながら、「美

味しかねー」との声も聞かれ、完食されていました。とても大満足な 3日間になりました。 
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～皿うどん（長崎）～

長崎市にある中華料理店

「四海樓」の初代店主

「陳平順」が考案。

当時から長崎ではちゃん

ぽんの出前が盛んで、そ

の際にスープがこぼれな

いようにとろみをつけた

のが始まりとされていま

す。

～ゆでびーご飯（大村）～

正式には塩ゆで落花生。

塩ゆで落花生は大村市の

特産品です。本日は、ご

飯と一緒に炊き込みまし

た！

～みそよごし（壱岐）～

壱岐でとれたいか、はくさ

い、かぼちゃ、にんじん、

こんにゃくなど地元でとれ

た材料を使用します。よご

しの由来は、調理する時、

手で混ぜるので手を汚すこ

とからきたと言われていま

す。

～ぬっぺ（諫早）～

「ぬっぺ」という呼び方は、

さといもやでんぷん（片栗

粉）のとろみで「ぬっと

り」することからきている

といわれています。

2022

11/22

～ハトシ（長崎）～

ハトシは、江戸時代末期

から明治時代に中国から

貿易を通じて伝わりまし

た。

「蝦（ハー）＝エビ」、

「多士（トーシー）＝

トースト」という意味を

持っています。

～鶏めし（諫早）～

諫早市の目代地区で昔か

ら食べられている混ぜご

飯です。家に飼っていた

鶏を使ってお客さんにふ

るまっていたそうです。

～浦上そぼろ（長崎）～

長崎の浦上地区で作られ

た郷土料理です。昔は肉

を食べていませんでした

が、キリシタンの人々が

神父様から豚肉を食べる

ことを習って作った料理

です。

～つぼ汁（西海）～

昔から法事の精進料理とし

て食べられてきました。名

称にある「つぼ」は、料理

を盛るお椀を坪に見立てて

いることからきていると考

えられています。

2022

11/24

～くりつぼ（川棚）～

名称の「くりつぼ」の

「くり」は具材に栗を使

うことからきており、

「つぼ」は料理を盛るお

わんを坪に見立てている

ことからきています。漢

字にすると「栗坪」です。

みそ味でごはんのおかず

にぴったりな一品です！

～鯛めし（佐世保）～

佐世保では、九十九島の

海で獲れた新鮮な鯛を

使った料理を、新しい佐

世保の名物料理としてＰ

Ｒしています。

～はなはじき（諫早）～

精進料理のおもてなしでし

たが、今では普段の食事と

しても出されています。辛

子酢みそをタレとして用い

ます。そのタレが鼻をツー

ンと はじくぐらい辛子をき

かせるので、“鼻はじき”

と言われています。

～にゅうめん（島原）～

島原の手延べそうめんは、

こしが強くてのびにくいの

が特徴です。

長崎県内の柑橘栽培の歴史は古く、江戸時

代には、佐世保市、平戸市では「文旦」が

誕生し、伊木力、長与ではうんしゅうみか

ん栽培が開始されました。

2022

11/23

 

  
 

 
 

11 月行事『パンパンパーティー』

では、美味しいおやつを皆で協力して

作り、最後に美味しく頂こうという目

的で計画しました。そして出来上がっ

たスイーツをまるでカフェに来ている

ような雰囲気で味わって頂くためおし

ゃれな音楽も用意しました。結果は大

成功で皆さんゆったりとした雰囲気の

中で美味しく食べていらっしぃました。

2 日目には元職員の方がお孫さんを連

れて遊びに来られ、かわいい赤ちゃん

に皆ほのぼのと笑顔になって喜ばれて

いました。行事担当 三重 亜津沙、 髙取 ゆみ子 
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の「おはなしの部屋」は、浜口先生、坂中先生の 2 人が来られました。始めに『絵すがた女
房』を朗読。内容はごんべいという男にとても可愛らしいおはなという奥さんがおりました。お
はなとずっと一緒にいたいあまりに仕事が手につかないごんべい、対策として紙におはなの顔を
描いて持ち歩くことにしました。効果はあり仕事が出来るようになりましたが、その絵が風に飛
ばされてしまいます。その絵が巻き起こす運命とは。2 作目は「すっとんだちょうべい」を朗読
されました。内容はとある村に住んでいる老夫婦が大根を育てていました。その大根がとてつも
なく大きく育ってしまい、二人では到底抜け
そうにありません。そこで井戸掘りの名人で
あるちょうべいに依頼しました。ちょうべい
は見事に大根を収穫しましたがその勢いで掘
った穴におちてしまいます。そこで待ち受け
る上下するものがたりとは。今回もとても面
白い作品を朗読して頂きました。本当に有難
うございました。12 月もおはなしの部屋があ
ります。次の作品も今からとても楽しみです。 


